
尽

都

水

車

の
ー
ー
ー
琵
琶
湖
疏
水
事
業
と
の
関
連
に
お
け
る
ー
ー
ー

末

至

行

尾

一
、
疏
水
事
業
と
水
力
利
用
計
画

東
京
遷
都
に
よ
っ
て
衰
微
へ
と
向
か
う
京
都
市
勢
の
回
復
を
図
る
べ
く
、
京
都
府
当
局
に
よ
っ
て
明
治
一
ム
ハ
年
に
企
画
さ
れ
、
同
一
一
一
一

年
に
一
応
の
完
成
を
み
た
事
業
に
琵
琶
湖
疏
水
事
業
が
あ
る
。
京
都
の
東
僅
か
八
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
所
在
す
る
琵
琶
湖
の
豊
富
な
水
量
に

着
目
し
、
大
津
か
ら
こ
れ
を
引
水
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
琵
琶
湖
と
の
聞
に
舟
運
の
便
を
聞
き
、
同
時
に
そ
の
水
を
濯
翫
・
工
業
・
防
火
用

水
と
し
て
、

ま
た
落
差
を
生
か
し
て
動
力
と
し
て
、
多
目
的
に
利
用
し
よ
う
と
す
る
の
が
こ
の
事
業
の
目
指
す
目
的
で
あ
っ
た
。

京都の水車

と
こ
ろ
で
こ
れ
ら
の
事
業
目
的
の
中
に
あ
っ
て
動
力
面
で
の
水
力
利
用
計
画
は
、
当
初
か
ら
疏
水
事
業
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
公
益

ハマ
7
U

の
ま
ず
筆
頭
に
擬
せ
ら
れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
疏
水
の
「
起
工
趣
意
書
」
で
は
、
琵
琶
湖
疏
水
の
も
た
ら
す
公
益
の
「
主
モ
著
シ
キ
モ
ノ

数
件
」
を
列
挙
し
て
い
る
が
(

1

)

、
そ
の
第
一
は
「
製
造
機
械
之
事
」

と
な
っ
て
お
り
、

そ
の
内
容
は
要
す
る
に
疏
水
事
業
に
関
連
し
て

149 

水
力
利
用
が
拡
大
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
こ
と
の
効
果
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

工
業
の
精
巧
ヲ
要
セ
ン
ト
欲
セ
ハ
必
機
械
ノ
作
用
ニ
拠
ラ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
ス
。
大
ニ
諸
工
業
ヲ
起
サ
ン
ト
欲
セ
ハ
必
宏
大
精
巧
ノ
機
械
ヲ
要
セ
サ
ル
へ
カ
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ラ
ス
。
其
ノ
宏
大
ノ
機
械
ラ
運
転
セ
ソ
ニ
ハ
之
ヲ
水
力
ニ
仮
ル
ヲ
以
テ
最
モ
便
捷
利
益
ナ
リ
ト
ス
。
(
句
読
点
筆
者
)

と
す
る
の
が
、
こ
の
個
条
の
冒
頭
に
掲
げ
ら
れ
た
論
理
で
あ
っ
た
。
蒸
気
力
の
よ
う
に
石
炭
を
要
せ
ず
、
ま
た
煙
害
の
虞
も
な
い
な
ど
と

い
う
の
が
、
水
力
称
揚
の
理
由
で
あ
る
。

右
に
続
く
「
趣
意
書
」
の
論
述
に
よ
れ
ば
、
当
時
の
京
都
の
水
力
的
基
盤
は
貧
弱
な
状
況
に
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
京
都
市
街
の
近
傍

を
流
れ
る
川
と
し
て
は
鴨
川
と
桂
川
が
あ
る
。
し
か
し
鴨
川
は
僅
か
に
一

O
馬
力
の
水
力
に
も
達
せ
ず
、
し
か
も
夏
季
三
カ
月
間
は
水
田

濯
濃
の
た
め
に
ほ
と
ん
ど
流
水
が
絶
え
、
水
車
は
運
転
を
停
止
す
る
止
む
な
き
に
至
っ
て
い
る
。
ま
た
桂
川
は
、
水
量
は
豊
富
で
あ
る
が

地
形
が
不
適
当
な
た
め
水
力
利
用
に
は
不
便
を
来
す
。
先
年
製
紙
場
の
創
設
に
際
し
て
は
、
機
械
の
運
用
に
百
方
心
を
致
し
て
よ
う
や
く

梅
津
の
地
に
水
車
一
輔
を
設
置
し
た
が
、
水
力
は
僅
か
に
六

O
馬
力
に
す
、
ぎ
ず
、
そ
の
上
夏
季
の
五
、
六

0
日
聞
は
休
業
を
余
儀
な
く
さ

れ
、
ま
た
桂
川
の
洪
水
が
あ
れ
ば
機
械
は
浸
水
を
来
し
大
損
害
を
受
け
る
。

l
概
略
以
上
が
水
力
的
水
利
に
欠
け
る
京
都
の
状
況
で
あ
っ

た
。
疏
水
事
業
と
関
連
し
て
水
力
利
用
が
企
図
さ
れ
た
ゆ
え
ん
で
あ
る
。
な
お
右
に
い
う
梅
津
の
製
紙
場
と
は
、
京
都
府
当
局
の
主
導
に

よ
り
明
治
七
年
わ
が
国
で
初
の
洋
式
水
車
採
用
工
場
と
し
て
誕
生
し
た
梅
津
パ
ピ

I
ル
・
ブ
ァ
ブ
リ
ッ
ク
を
指
し
て
い
る
す
〉

O

疏
水
の
導
入
は
、
こ
の
よ
う
な
状
況
を
改
善
す
る
方
便
と
し
て
も
目
論
ま
れ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
の
際
立
案
さ
れ
た
水
力
計
画
は
、

ま
ず
第
一
に
鹿
ヶ
谷
付
近
で
の
水
車
場
造
成
の
プ
ラ
ン
で
あ
っ
た
。
先
の
「
趣
意
書
」
も
前
段
に
続
い
て
ハ
3
)
、

(

マ

マ

)

(

マ

マ

)

若
王
寺
・
鹿
ヶ
谷
村
近
傍
ハ
、
下
ニ
白
川
ノ
流
ア
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
土
地
ノ
勾
配
甚
急
ナ
レ
ハ
、
水
車
ノ
設
置
ニ
尤
適
当
ナ
ル
疑
ヲ
容
レ
サ
ル
所
ナ
リ
。

(
句
読
点
筆
者
)

と
そ
の
地
点
に
言
及
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
山
科
盆
地
か
ら
南
禅
寺
町
に
至
つ
て
の
ち
北
上
す
る
予
定
の
疏
水
枝
線
水
路
に
、
鹿
ケ
谷

付
近
で
分
岐
点
を
つ
く
り
、

一
部
の
水
を
割
い
て
一

O
O尺
の
落
差
を
白
川
へ
落
と
し
、
そ
の
聞
に
三
な
い
し
四
段
階
の
水
車
場
を
造
成



し
よ
う
と
い
う
の
が
そ
の
骨
子
で
あ
っ
た
。

な
お
こ
の
よ
う
な
水
車
場
計
画
は
、
合
衆
国
ニ
ュ

1
イ
ン
グ
ラ

γ
ド
地
方
の
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
ホ
リ
ヨ

1
グ

国

o-3一日目
の
水
車

場
を
参
考
に
し
た
も
の
で
あ
る
ハ
4
V
何
故
に
当
時
の
関
係
者
の
聞
に
ニ
ュ

1
イ
γ
グ
ラ
シ
ド
地
方
の
水
車
場
に
関
す
る
情
報
が
伝
わ
っ

て
い
た
の
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
窪
田
哲
三
郎
は
、

ホ
リ
ヨ

l
ク
に
隣
接
す
る
ア
マ

1
ス
ト
〉

B
F
2
2
に
か
つ
て
留
学
し
た
新
島
裏
か

ら
の
情
報
提
供
が
あ
る
い
は
あ
り
え
た
も
の
と
そ
の
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
官
三

と
こ
ろ
で
、
琵
琶
湖
疏
水
事
業
計
画
が
承
認
さ
れ
、
そ
の
掘
削
工
事
が
漸
次
進
め
ら
れ
て
い
く
過
程
の
中
で
、
疏
水
事
業
の
責
任
者
田

辺
朔
郎
ら
は
明
治
二
二
年
に
ホ
リ
ヨ

l
ク
お
よ
び
そ
れ
に
類
す
る
水
車
都
市
ロ

i
ウ
ェ
ル

F
O
者
向
ロ
の
実
情
を
視
察
し
た
が
、
そ
の
結
果

京都の水車

彼
地
の
水
力
利
用
状
況
を
参
考
に
し
て
鹿
ヶ
谷
の
水
車
場
計
画
を
次
の
よ
う
に
具
体
化
し
て
い
る
ハ
旦
。

〈
マ
マ
)

1
我
疏
水
の
水
力
を
戸
、
l

エ
ル
、
ホ
リ
ヨ
1
ク
の
配
置
方
に
法
り
分
配
せ
ん
乎
、
先
づ
鹿
ヶ
谷
を
配
水
の
起
点
と
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
如
何
と
な
れ
ば

蹴
上
よ
り
鹿
ケ
谷
村
に
至
る
の
聞
は
峻
険
な
る
山
腹
を
迂
回
せ
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
の
み
な
ら
ず
、
名
所
旧
蹟
を
以
て
充
満
す
る
が
故
に
水
力
を
配
置

す
べ
き
位
置
な
く
、
不
止
得
其
間
幾
尺
の
高
低
を
失
ふ
に
至
る
べ
し
。
是
れ
ロ
l

エ
ル
、
ホ
リ
ヨ
l
グ
に
微
ふ
と
き
は
鹿
ヶ
谷
以
北
に
於
て
せ
ざ
る

を
得
ず
と
云
ふ
所
以
な
り
。

2
水
車
は
タ
ー
ビ
ン
(
地
下
水
車
)
を
用
ひ
ざ
る
べ
か
ら
ず
。

3
百
尺
の
水
落
差
は
四
段
に
仕
切
り
、
各
凡
二
十
五
尺
の
落
差
と
為
さ
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
(
下
略
)

4
四
段
に
仕
切
り
各
二
十
五
尺
づ
っ
の
落
差
を
付
さ
ん
と
す
れ
ば
水
溜
の
水
道
等
に
用
る
地
坪
凡
そ
三
万
坪
を
買
上
げ
ざ
る
べ
か
ら
ず
。

但
製
造
所
に
用
る
地
所
は
此
外
な
り
。

5
人
家
を
移
転
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
。

(

中

略

)

8
タ
ー
ビ
ン
水
車
凡
百
馬
力
の
も
の
二
十
五
個
及
び
緩
急
器
其
の
他
一
切
の
付
属
具
を
購
入
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
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す
な
わ
ち
計
画
さ
れ
た
の
は
落
差
一

O
O尺、

四
段
の
水
車
場
で
あ
っ
た
。
な
お
つ
い
で
な
が
ら
蹴
上
地
点
に
比
べ
て
失
わ
れ
る
落
差
は

一
五
尺
余
で
あ
る
。

二
、
鹿
ケ
谷
水
車
場
の
位
置
比
定

周
知
の
通
り
、
右
の
鹿
ヶ
谷
水
車
場
は
実
現
を
み
る
に
至
ら
な
か
っ
た
。
水
力
利
用
計
画
が
突
如
、
蹴
上
で
の
水
力
発
電
所
の
建
設
へ

と
方
針
変
更
を
み
た
た
め
で
あ
る
。
当
初
、
関
係
者
た
ち
の
聞
で
煮
つ
め
ら
れ
て
い
た
の
は
明
ら
か
に
水
車
場
造
成
の
プ
ラ
ン
で
あ
っ
た

が
、
す
で
に
渡
米
に
先
立
っ
て
、
合
衆
国
で
緒
に
つ
い
た
ば
か
り
の
水
力
電
気
事
業
に
幾
分
の
関
心
を
持
っ
て
い
た
田
辺
朔
郎
ら
は
、

ホ

リ
ヨ

l
グ、

ロ
l
ウ
ェ
ル
の
水
車
場
見
学
に
引
続
い
て
ロ
ッ
キ
ー
山
脈
中
の
コ
ロ
ラ
ド
州
ア
ス
ベ
ン
〉

4
2
に
赴
き
、
当
年
完
成
し
た

水
力
発
電
所
を
視
察
し
た
。
こ
れ
ら
の
見
聞
を
も
と
に
、
結
局
は
水
力
発
電
方
式
に
よ
り
多
く
の
期
待
が
抱
か
れ
、
琵
琶
湖
疏
水
の
水
力

利
用
計
画
も
改
変
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
結
論
が
導
か
れ
た
理
由
を
簡
単
に
い
え
ば
、
水
車
と
水
力
発
電
の
得
失
の
差
は
、
事
業
者
側
の
開
発
諸
経
費
の
ほ
か
、
水

力
ま
た
は
電
力
の
需
要
者
側
の
負
担
経
費
の
上
に
も
歴
然
と
あ
ら
わ
れ
る
た
め
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
ま
ず
開
発
経
費
は
、
鹿
ヶ
谷
案
か

ら
蹴
上
案
に
変
更
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
一
馬
力
当
た
り
五
円
六

O
銭
か
ら
二
円
六

O
銭
へ
と
半
減
す
る
見
込
み
で
あ
り
、
ま
た
需
要
者

側
の
負
担
も
、
鹿
ヶ
谷
案
で
は
水
車
場
地
点
に
地
価
高
騰
も
予
想
さ
れ
る
中
、
新
た
に
工
場
敷
地

l
先
の
引
用
文
に
い
う
「
製
造
所
に
用

る
地
所
」

i
の
購
入
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
の
に
対
し
て
、
蹴
上
案
で
は
事
業
所
移
転
・
新
設
の
必
要
は
な
く
、
送
電
経
費
の
負
担
と
電
動

機
の
設
備
費
用
な
ど
の
僅
か
な
出
費
で
賄
い
き
れ
る
と
い
う
の
で
あ
る
(
7
)
O

以
上
の
よ
う
な
理
由
・
経
緯
か
ら
、
鹿
ヶ
谷
水
車
場
の
造
成
計
画
は
幻
の
中
に
消
え
、
今
日
で
は
そ
の
痕
跡
は
お
ろ
か
青
写
真
す
ら
も



残
さ
れ
て
は
い
な
い
。
筆
者
は
そ
の
位
置
を
探
し
求
め
よ
う
と
し
た
わ
け
で
あ
る
が
、
蹴
土
地
点
で
一
一
五
尺
余
の
落
差
が
あ
り
な
が
ら

そ
れ
を
一
五
尺
余
失
っ
て
ま
で
も
「
鹿
ヶ
谷
を
配
水
の
起
点
と
せ
ざ
る
」
を
え
な
か
っ
た
理
由
が
、

「
蹴
上
よ
り
鹿
ヶ
谷
村
に
至
る
の
間

は
峻
険
な
る
山
腹
を
迂
回
せ
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
の
み
な
ら
ず
、
名
所
旧
蹟
を
以
て
充
満
す
る
が
故
に
水
力
を
配
置
す
べ
き
位
置
な
く
、
不

止
得
」
と
い
う
事
情
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
予
想
さ
れ
る
水
車
場
地
点
は
落
差
の
喪
失
が
最
小
の
地
点
、
す
な
わ
ち
鹿
ヶ
谷
で
の

最
上
流
点
(
最
南
地
点
)
で
あ
ろ
う
と
の
推
測
が
成
立
つ
。

右
の
推
測
を
、
当
時
の
状
況
を
伝
え
る
仮
製
地
形
図
「
大
津
」
図
幅
な
ど
の
上
で
検
討
す
れ
ば
、
水
車
場
は
あ
る
い
は
永
観
堂
の
北
脇

か
ら
鹿
ヶ
谷
村
高
岸
集
落
(
現
鹿
ケ
谷
高
岸
町
)
付
近
|
お
そ
ら
く
は
そ
の
南
側
ー
を
、
東
か
ら
西
へ
と
白
川
の
谷
筋
に
向
か
い
階
段
状

に
切
り
き
ざ
ん
で
設
け
ら
れ
よ
う
と
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
(
第
1
図
)
。
先
に
「
人
家
を
移
転
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
」
と
あ
っ
た
の
も
、

水
路
筋
に
当
た
っ
て
立
退
き
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
高
岸
集
落
の
何
軒
か
の
人
家
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

た
だ
こ
の
付
近
に
水
車
場
の
位
置
を
比
定
す
る
こ
と
は
、
得
ら
れ
る
落
差
一

O
O尺
(
三

0
・
三
一
メ
ー
ト
ル
)
と
い
う
数
値
に
合
致
し

な
い
点
が
や
や
問
題
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、
近
年
の
大
縮
尺
の
地
図
に
基
づ
く
読
図
に
よ
れ
ば
、
高
岸
集
落
付
近
で
の
疏
水
の
水
位
は
七

六
メ
ー
ト
ル
と
読
み
取
れ
、

ほ
ぼ
西
へ
最
大
傾
斜
で
こ
れ
と
対
応
す
る
白
川
の
水
位
は
五
六
メ
ー
ト
ル
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
そ
の
聞
の

落
差
は
二

0
メ
ー
ト
ル
に
す
ぎ
な
い
。
も
し
放
水
口
を
下
流
寄
り
と
考
え
、
白
川
が
一
旦
流
入
す
る
イ
ン
ク
ラ
イ
ン
下
の
南
禅
寺
町
船
、
調

京都の水車

に
そ
れ
を
見
立
て
て
も
、
そ
の
落
差
は
六
メ
ー
ト
ル
を
加
え
る
だ
け
で
最
大
限
二
六
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
右
の
よ
う
に
み
れ
ば
、
鹿
ヶ
谷

水
車
場
の
落
差
一

O
O尺
と
い
う
の
に
は
若
干
の
過
大
評
価
が
あ
っ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
。

153 

以
上
が
筆
者
な
り
の
鹿
ヶ
谷
水
車
場
の
位
置
比
定
で
あ
る
。
し
か
し
要
は
、
当
時
の
景
観
が
著
し
く
失
わ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
状
況
の

中
で
、
幻
の
計
画
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
こ
と
は
困
難
な
こ
と
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
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第 1図 琵琶湖疏水水路と水車関連地名

へ…(D)…推定鹿ヶ谷水車場水路， T…高岸集落， N…南禅寺町船溜，

S …聖護院町(鴨東)船溜， K…光雲寺，④…疏水第4隠道，⑤疏水第5隠

道，@…疏水第61極道， (基図…明治42年測図2万分ノ 1地形図)



三
、
精
米
水
車
増
強
策
と
し
て
の
疏
水

琵
菅
湖
疏
水
の
開
削
を
契
機
に
こ
と
水
力
利
用
に
関
し
て
企
画
さ
れ
た
主
要
事
業
は
、
鹿
ヶ
谷
水
車
場
に
代
わ
る
蹴
上
発
電
所
の
誕
生

な
ま

(
明
治
二
四
年
)
と
し
て
結
実
し
た
。
水
車
に
よ
っ
て
水
力
を
生
の
形
で
利
用
し
よ
う
と
す
る
計
画
が
、

電
力
に
転
形
さ
れ
需
要
者
へ
送
達

さ
れ
る
形
で
の
利
用
へ
と
変
更
し
た
事
実
に
は
、
方
針
の
大
転
換
を
み
る
も
の
が
あ
る
。
し
か
し
一
面
で
は
こ
の
転
換
は
在
来
方
式
と
新

方
式
と
の
聞
で
揺
れ
動
い
た
紙
一
重
の
選
択
の
差
、
あ
る
い
は
旧
態
か
ら
新
態
へ
の
ス
ム
ー
ズ
な
移
行
を
正
に
象
徴
す
る
も
の
と
い
え
よ

ぅ
。
ま
た
、
か
ね
が
ね
水
力
資
源
の
開
発
利
用
の
過
程
を
水
車
段
階
と
水
力
発
電
段
階
へ
と
一
貫
し
て
み
る
こ
と
の
必
要
性
を
説
い
て
い

る
筆
者
の
立
場
か
ら
し
て
も
、
右
の
事
実
は
両
者
の
連
続
性
を
物
語
る
も
の
で
あ
り
ま
こ
と
に
興
味
深
い
も
の
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

し
か
し
琵
琶
湖
疏
水
の
水
力
利
用
計
画
は
、
蹴
上
発
電
所
の
完
成
と
需
要
者
へ
の
水
力
電
気
の
供
給
で
も
っ
て
そ
の
す
べ
て
が
終
っ
た

わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
自
の
形
で
の
水
力
利
用
の
計
画
は
実
は
別
の
分
野
で
当
初
か
ら
顧
慮
さ
れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
琵
琶
湖
疏
水
の

「
起
工
趣
意
書
」
に
は
「
其
一
製
造
機
械
之
事
」
の
ほ
か
に
「
其
四
精
米
水
車
之
事
」
を
挙
げ
て
い
る
。
そ
の
訴
え
る
と
こ
ろ
は
、
疏
水

の
開
通
に
よ
っ
て
、
京
都
で
不
足
勝
ち
の
民
間
の
精
米
水
車
の
増
設
が
促
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
見
通
し
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
そ
の
説

明
の
個
条
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
(
8
3

京都の水車

猶
精
米
一
途
ノ
用
ユ
供
ス
ル
水
車
ノ
機
械
ヲ
設
置
ス
ル
ニ
大
ニ
便
ア
リ
。
目
下
ノ
車
数
及
精
米
ヲ
調
査
ス
ル
ユ
別
表
ノ
如
グ
一
歳
二
十
五
万
石
-
一
過
キ

ス
。
京
都
ニ
費
用
ス
ル
所
ノ
モ
ノ
一
歳
凡
五
十
万
石
ニ
近
シ
。
現
A
7
水
車
ハ
其
ノ
半
数
ヲ
精
磨
ス
ル
ノ
実
況
ニ
シ
テ
、
残
半
数
タ
ル
ヤ
他
邦
ヨ
リ
白
米

ノ
輸
入
ニ
係
ル
ト
自
家
ノ
足
踏
ト
ノ
二
ア
ル
ノ
ミ
。
其
ノ
労
力
其
ノ
賃
金
水
車
ニ
比
較
ス
レ
ハ
極
メ
テ
廉
ナ
ラ
ス
。
故
-
一
疏
水
ノ
工
事
成
ル
ニ
当
テ
忽

チ
精
米
水
車
ヲ
設
置
ス
ル
モ
ノ
陸
続
ナ
ル
ヲ
信
ス
。
(
句
読
点
筆
者
)
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右
の
よ
う
に
、
当
時
の
京
都
市
で
の
白
米
消
費
目
量
は
年
間
五

O
万
石
に
達
し
て
い
た
が
、
そ
れ
を
賄
う
精
米
水
車
の
能
刀
は
併
せ
て
そ
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第 1表琵琶湖疏水開通前の精米水車分布

水 系|所 在 地 |毒車|日数 2K 系| 所在地|毒車|臼数

白 川愛 宕白 JII 村 20762 紙 屋 JII 葛野大将軍村 11 16 

11 11 岡 |崎 村 11 24 
11 11 

川大勝北寺山村村
11 32 

紙屋川分流 11 11 24 
11 下 京 区 11 12 11 11 大将軍村 11 16 

白川派流愛宕浄土寺村 11 12 計 81 196 

11 11 て口b 田 村 31 174 (石数 12，685石)

井手川 11 で口』 回 村 11 44 
太 田 JII 愛H宕 修田学中院村村 11 60 

計 2711，028 11 61284 

(石数 49，433石) 言十 71 344 

加茂 川愛宕上賀茂村 11 48 
(石数 26，493石 8斗4升)

11 " 山 村 41 156 
泉谷 j!|l| I 愛H宕 下鹿加ヶ茂谷村村 61 158 

11 " 田 中 村 11 36 31 40 

11 上 京 区 61258 計 91200 

11 下 京 区 41 176 (石数 8，460石)

11 愛宕柳 原 庄 11 76 京 61 238 
11 紀伊福 稲 村 21 60 

計 191 802 
61 238 

(石数 73，996石) (石数 15，629石)

高野川愛宕大 原 村 11 10 矛鳴往 城西手用水路
上 京 区 11 12 

" 11 松ケ崎村 21 68 室滝 川川 葛HF野F 常上宇磐多位谷野村村村
11 16 
31 68 

11 " 1¥、 瀬 村 11 8 川用水路 11 12 

高 野 村 31 108 桂用 水
路JII 

11 八条村 1 8 
11 11 

11 東梅津村村 11 16 
11 " 修学院村 11 12 

西洞11タEjp 院 川 支
11 西九条 1 6 

音谷川 修学院村 11 48 山西田j 流寺二ノ川井川 11 松尾谷村 1 5 
11 

松都山西西七ノ京室条内村村村村村

1 " 8 
計 91 254 八 田 川 " 11 24 

(石数 14，640石 8斗)
亦前端主

山 j!ll| | 
11 21 68 
ぁγ 11 24 

堀 川愛宕東紫竹大門村
子 11 " 11 24 

41 176 
畑倉 JII 乙H訓 石塚原作村村 11 24 

11 上 京 区 61248 11 1 7 

下 京 区 11 20 
天 神 JII 紀伊上鳥羽村 11 38 

11 

言十 11 444 
計 19 414 

(石数 30，591石)
(石数 9，681石)

紙屋川愛宕東紫竹大円村 11 24 総 3，920 

11 11 西紫竹大門村 21 48 

11 葛 野大北山村 11 36 
(石数 241，609石 6斗4升)

〔注コ 河川名，村名，合計数などは原表のままとした。



の
な
か
ば
の
こ
五
万
石
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
残
る
二
五
万
石
は
自
家
で
の
足
踏
み
に
よ
る
か
あ
る
い
は
他
所
か
ら
の
供
給
に
ま
つ
か
の
状

況
で
あ
っ
た
が
、
疏
水
の
開
通
は
民
間
に
、
精
米
水
車
新
設
の
空
気
を
生
む
で
あ
ろ
う
と
い
う
期
待
が
関
係
者
の
間
に
あ
っ
た
わ
け
で
あ

る
。
な
お
右
の
引
用
文
に
い
う
別
表
は
『
琵
琶
湖
疏
水
全
誌
ハ
9
〉
』
に
「
水
車
取
調
表
」

と
し
て
み
え
る
が
、

そ
の
前
文
の
説
明
に
よ
れ

ば
、
年
間
五

O
万
石
の
京
都
の
米
消
費
の
内
訳
に
は
、
上
京
・
下
京
両
区
の
本
籍
人
口
に
よ
る
も
の
三
五
万
五
七

O
O石
余
の
ほ
か
、
寄

留
・
止
宿
人
に
よ
る
消
費
分
、

お
よ
び
酒
造
用
米
(
五
万
石
)
、

愛
宕
・
葛
野
郡
村
民
の
市
中
で
の
買
付
け
分
が
含
ま
れ
て
い
る
。

ま
た

京
都
へ
白
米
を
搬
入
し
て
い
た
他
邦
と
は
大
津
の
謂
で
あ
る
。

一
方
「
水
車
取
調
表
」
に
は
、
京
都
市
中
向
け
を
目
的
と
す
る
精
米
水
車
の
リ
ス
ト
(
明
治
一
五
年
調
)
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
集
計

す
れ
ば
そ
の
数
は
、
上
京
・
下
京
両
区
の
ほ
か
愛
宕
・
葛
野
・
紀
伊
・
乙
訓
の
四
郡
に
わ
た
っ
て
一
一
五
カ
所
、
日
数
は
計
三
、
九
二

O

個
、
京
都
市
中
へ
の
白
米
供
給
量
は
総
計
二
四
万
石
余
に
達
し
て
い
る
(
第
1
表
)
。
第
2
図
は
こ
の
リ
ス
ト
に
よ
っ
て
水
車
分
布
状
況
を

図
示
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
疏
水
開
通
前
の
京
都
市
が
依
存
し
て
い
た
白
米
供
給
源
・
集
荷
圏
を
あ
る
程
度
物
語
る
も
の
で
あ
ろ

ぅ
。
す
な
わ
ち
、
水
車
場
数
と
臼
数
の
両
面
か
ら
み
て
京
都
市
の
精
米
を
最
高
に
担
当
し
て
い
た
の
は
白
川
村
の
白
川
ぞ
い
の
水
車
で
あ

り
、
そ
の
他
、
賀
茂
川
・
堀
川
・
小
川
に
依
存
す
る
上
京
区
内
の
水
車
や
、
田
中
村
・
下
鴨
村
な
ど
近
郊
の
水
車
の
果
す
役
割
も
大
き
か

っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
し
か
し
一
方
で
は
白
米
供
給
源
は
、
市
街
地
か
ら
の
距
離
が
大
津
な
み
に
七

I
八
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
も
隔
た
る
乙

京都の水車

訓
郡
の
石
作
・
塚
原
村
や
愛
宕
郡
八
瀬
村
、
さ
ら
に
は
一

0
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
圏
の
大
原
村
に
ま
で
及
ん
で
お
り
、
こ
の
辺
の
事
情
に
も
、

琵
琶
湖
疏
水
が
京
都
市
中
や
そ
の
近
郊
に
精
米
水
車
の
族
生
を
促
ず
で
あ
ろ
う
と
す
る
疏
水
事
業
関
係
者
の
思
惑
の
出
所
が
あ
っ
た
の
で

157 

あ
ろ
う
。

な
お
つ
い
で
な
が
ら
「
水
車
取
調
表
」
に
よ
れ
ば
、
当
時
の
水
車
で
臼
数
の
最
大
規
模
の
も
の
は
、
白
川
村
琵
琶
街
道
の
大
槻
カ
ナ
水
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6km 

水車数

ω66 
3 。

車
の
八
六
日
で
あ
り
、
次
い

で
下
京
区
上
堀
詰
町
の
伊
藤

喜
三
郎
水
車
の
八

O
臼
、
愛

宕
郡
柳
原
庄
の
伊
藤
庄
次
郎

琵琶湖疏水開通前の精米水車分布

水
車
の
七
六
日
で
あ
る
。
ま

た
、
市
中
へ
の
白
米
供
給
量

の
上
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、

上
京
区
東
生
洲
町
の
内
藤
卯

兵
衛
水
車
(
六
四
日
)
の
年

間
入
、
六
四

O
石
、
次
い
で

前
出
の
伊
藤
庄
次
郎
水
車
の

第2図

八
、
五
五

O
石
で
あ
る
。

四
、
水
車
立
地
の
規
制

右
の
よ
う
に
、
彼
ら
み
ず

か
ら
が
意
図
し
た
鹿
ヶ
谷
で

の
水
車
場
の
建
設
は
稔
を
み



な
か
っ
た
も
の
の
、
民
間
の
自
発
に
よ
る
水
車
場
の
誕
生
は
疏
水
事
業
関
係
者
た
ち
が
当
初
か
ら
期
待
す
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
し
か
し

そ
の
た
め
に
水
車
用
水
の
引
水
が
む
や
み
に
許
可
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、
そ
こ
に
は
お
の
ず
か
ら
規
制
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ

ち
、
明
治
二
四
年
五
月
に
公
布
さ
れ
た
「
京
都
市
有
疏
水
水
力
使
用
条
例

av」
の
第
二
条
に
は
、

諸
製
造
ノ
為
メ
水
力
ノ
使
用
ヲ
許
ス
ハ
左
ノ
場
所
一
一
限
ル

一
、
第
四
隠
道
北
分
水
口
一
、
光
雲
寺
裏

一
、
第
六
隆
道
南
口
一
、
鴨
東
船
、
溜

一
、
第
六
隠
道
北
口
一
、
小
川
筋

其
他
ノ
為
メ
ニ
使
用
ヲ
許
ス
ハ
市
参
事
会
ニ
於
テ
臨
時
之
ヲ
定
ム

と
あ
っ
て
、
水
車
架
設
が
許
さ
れ
る
地
点
を
原
則
的
に
右
の
六
カ
所
に
限
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
地
点
を
地
図
上
に
確
か
め
れ
ば
、
ま
ず

第
四
隆
道
北
分
水
口
と
は
、
大
日
山
下
の
長
さ
七
五
間
(
一
三
六
メ
ー
ト
ル
)

の
第
四
隠
道
北
口
に
あ
る
、
蹴
上
発
電
所
用
水
路
と
北
流

す
る
枝
線
水
路
と
の
分
岐
点
で
あ
る
。
次
い
で
そ
の
南
口
・
北
口
が
引
水
地
点
と
さ
れ
た
第
六
隆
道
と
は
、
永
観
堂
の
裏
山
を
く
ぐ
る
長

さ
一

O
O聞
こ
八
二
メ
ー
ト
ル
)

の
ト
ン
ネ
ル
で
あ
る
。
ま
た
光
雲
寺
は
、
第
六
腿
道
北
口
か
ら
約
三

0
0
メ
ー
ト
ル
北
寄
り
の
疏
水

ぞ
い
に
位
置
し
て
い
る
が
、
そ
の
寺
裏
も
第
四
番
目
の
引
水
地
点
と
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。

つ
い
で
な
が
ら
前
出
の
幻
の
鹿
ヶ
谷
水
車
場

は
、
お
そ
ら
く
は
そ
の
取
水
口
を
第
六
隠
道
北
口

i
光
雲
寺
裏
聞
に
予
定
し
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

京都の水車

以
上
の
四
カ
所
に
引
水
地
点
を
設
け
な
が
ら
北
流
を
続
け
た
校
総
水
路
は
、
最
終
的
に
は
西
方
へ
迂
回
し
て
小
川
に
流
入
し
て
終
る

が
、
こ
の
末
端
の
小
川
筋
も
第
六
番
目
の
指
定
場
所
で
あ
っ
た
。

一
方
、
疏
水
の
幹
線
筋
で
あ
る
イ
ン
ク
ラ
イ
ン
下
か
ら
鴨
川
へ
と
通
じ

る
鳴
東
運
河
に
は
、
南
待
寺
町
と
聖
護
院
町
の
ニ
カ
所
に
船
溜
が
設
け
ら
れ
た
が
、
第
五
番
目
の
水
車
架
設
許
可
地
点
で
あ
る
鴨
東
船
溜

159 

と
い
う
の
は
右
の
聖
護
院
町
船
溜
の
別
称
で
あ
る
(
第
1
図
参
照
)
。
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明
治
二
四
年
の
「
水
力
使
用
条
例
」
に
よ
る
水
車
架
設
許
可
地
点
は
以
上
の
通
り
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
照
応
し
て
設
置
を
願
出
た
水
車

の
事
例
を
次
に
挙
げ
て
お
こ
う
。
な
お
こ
の
文
書
は
、
水
車
用
水
路
に
関
す
る
願
出
を
遡
っ
て
も
義
務
づ
け
た
明
治
四

O
年
一

O
月
の
京

都
府
告
示
に
よ
る
立
)
も
の
で
あ
る
た
め
、
追
認
願
出
の
形
式
と
な
っ
て
い
る
。

水
車
用
水
路
設
置
追
認
願
完
)

一
水
車
用
水
路
延
長
百
二
十
二
間
五
分
幅
壱
間
深
三
尺
及
二
尺

(
マ
マ
)

右
明
治
弐
拾
七
年
五
月
疏
水
関
撃
以
来
京
都
市
上
京
区
聖
護
院
町
字
蓮
花
蔵
第
弐
拾
番
ノ
二
地
先
疏
水
ヨ
リ
引
水
ジ
同
町
同
字
第
三
拾
番
ノ
一
一
地
先
ニ

於
テ
市
街
用
悪
水
路
ニ
放
水
致
居
候
ニ
付
追
認
相
成
度
四
拾
年
拾
月
告
示
第
四
百
四
拾
八
号
ニ
基
キ
別
紙
図
面
並
必
要
書
類
相
添
へ
水
利
関
係
人
連
署

ヲ
以
テ
相
願
候
也

明
治
四
拾
壱
年
十
二
月
廿
六
日

京
都
市
上
京
区
大
宮
通
寺
ノ
内
上
ル
四
町
目
第
廿
四
番
戸

願
人
奥
田
久
五
郎
⑮

(
水
利
関
係
人
分
省
略
・
・
・
筆
者
〉

京
都
府
知
事
大
森
鐘
一
殿

右
の
例
は
鳴
東
船
溜
(
明
治
二
三
年
二
月
完
成
)
か
ら
の
引
水
に
よ
っ
て
同
二
七
年
五
月
以
来
設
置
さ
れ
て
い
た
水
車
の
例
で
あ
り
、
別
添

の
「
計
画
説
明
書
井
工
事
方
法
書
」
に
よ
れ
ば
、
水
車
の
用
途
は
精
米
精
撰
の
ほ
か
に
絵
具
製
造
を
か
ね
、
ま
た
水
車
の
直
径
は
二
三
尺

(
約
七
メ
ー
ト
ル
)

の
大
型
で
あ
っ
た
。

な
お
水
車
架
設
許
可
地
点
は
、
先
の
「
使
用
条
例
」
の
引
用
文
に
も
あ
っ
た
通
り
例
外
規
定
も
あ
っ
た
。
次
の
一
例
は
第
四
の
許
可
地

点
光
雲
寺
裏
か
ら
北
へ
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
も
隔
た
る
地
点
で
の
引
水
の
倒
で
あ
る
が
、

お
そ
ら
く
は
田
中
村
々
営
と
い
う
そ
の
経
営

の
あ
り
方
か
ら
特
別
の
許
可
を
え
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。



水
車
用
水
路
設
置
追
認
願

av

京
都
府
愛
宕
郡
田
中
村
大
字
国
中
小
字
北
高
原

一
水
車
用
水
路
延
長
六
拾
五
間
五
分
幅
四
尺
深
一
尺
一
二
寸

右
明
治
弐
拾
五
年
七
月
以
来
愛
宕
郡
田
中
村
大
字
国
中
小
字
北
高
原
九
番
ノ
壱
地
先
疏
水
分
線
水
路
ヨ
リ
引
水
シ
白
米
製
造
場
用
ト
シ
テ
水
車
ヲ
運
転

シ
同
所
五
番
地
先
ニ
放
水
致
居
候
ユ
付
追
認
相
成
度
咋
年
拾
月
告
示
第
四
百
四
拾
八
号
-
一
基
キ
別
紙
図
面
並
ニ
必
要
書
類
相
添
へ
水
利
関
係
人
及
隣
地

，
主
連
署
ヲ
以
テ
相
願
候
也

明
治
四
拾
壱
年
壱
月
廿
一
日

愛
宕
郡
田
中
村

願
人
田
中
村

右
管
理
者
村
長

小
西
源
士
口
⑮

(
地
主
・
水
利
関
係
人
分
省
略
:
・
筆
者
)

愛
宕
郡
長
兼
田
義
路
殿

な
お
添
付
書
面
に
よ
れ
ば
右
の
水
車
の
直
径
は
一
八
尺
(
約
五
・
五
メ
ー
ト
ル
)
で
あ
っ
た
。

玉
、
疏
水
依
存
型
水
車
の
漸
増

京都の水車

琵
琶
湖
疏
水
の
京
都
に
お
け
る
水
路
配
置
の
原
型
は
、
第
四
隠
道
の
南
口
を
分
岐
点
に
、
そ
れ
よ
り
ほ
ぼ
西
方
へ
イ
ン
ク
ラ
イ
ン
を
経

由
、
鳴
東
運
河
を
経
て
鴨
川
へ
と
通
じ
る
幹
線
水
路
と
、
分
岐
点
か
ら
北
上
し
鹿
ヶ
谷
・
浄
土
寺
町
を
経
由
、
西
へ
転
じ
て
下
鴨
村
な
ど

を
経
て
小
川
へ
と
至
る
枝
線
水
路
と
か
ら
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
そ
の
後
こ
の
水
路
配
置
に
は
若
干
の
改
変
が
あ
り
、
ま
ず
明
治
二
七
年
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九
月
に
は
、
そ
れ
ま
で
鴨
川
に
直
結
し
て
い
た
鳴
東
運
河
の
末
端
を
起
点
に
、
ほ
ぼ
鴨
川
東
岸
に
そ
っ
て
伏
見
ま
で
通
じ
る
鴨
川
運
河
が
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掘
り
足
さ
れ
、
鴨
東
・
鴨
川
両
運
河
を
一
貫
す
る
確
実
な
舟
運
水
路
が
実
現
し
た
。
ま
た
明
治
四
五
年
五
月
に
は
、
上
水
道
・
防
火
・
発

電
な
ど
の
用
水
補
強
の
目
的
か
ら
、
別
途
に
琵
琶
湖
に
取
水
口
を
も
っ
た
第
二
琵
官
湖
疏
水
が
開
削
さ
れ
、
第
一
疏
水
と
の
合
流
点
で
あ

る
第
四
隣
道
南
口
へ
、
そ
れ
ま
で
の
毎
秒
三

O
O立
方
尺
の
水
量
の
上
へ
新
た
に
毎
秒
五
五

O
立
方
尺
の
水
量
を
も
た
ら
す
こ
と
と
な
っ

た。
な
お
つ
い
で
な
が
ら
、
蹴
上
発
電
所
の
出
力
は
開
業
当
時
の
ゴ
二

O
馬
力
か
ら
コ
二
年
当
時
に
は
二
、

0
0
0馬
力
に
ま
で
増
強
さ
れ

て
い
た
が
、
第
二
疏
水
の
完
成
を
機
に
一
躍
そ
の
出
力
を
六
、
四

O
O余
馬
力
に
高
め
て
い
る
。
ま
た
、
大
正
三
年
に
完
成
を
み
る
夷
川

-
伏
見
の
両
発
電
所
も
、
こ
の
第
二
疏
水
計
画
を
機
に
立
案
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

右
の
よ
う
な
水
量
の
補
強
、
新
規
水
路
の
開
削
な
ど
と
い
う
情
勢
変
化
の
中
で
、
水
車
に
対
す
る
規
制
も
漸
次
緩
和
を
み
た
。
た
と
え

ば
水
力
使
用
地
点
に
も
、
明
治
二
七
年
一

O
月
の
条
例
改
正
に
際
し
て
鴨
川
運
河
の
伏
見
船
溜
が
追
加
さ
れ
、
同
三
四
年
の
改
正
で
は
鳴

若
干
の
変
化
が
み
ら
れ
る

2uo

川
運
河
の
各
間
門
際
が
加
え
ら
れ
る
な
ど
、

な
お
当
初
の
条
例
に
あ
っ
た
例
外
規
定
は
従
来
通
り
保
た

れ
た
ま
ま
で
あ
る
。

次
に
紹
介
す
る
の
は
先
の
事
例
同
様
、
府
当
局
に
提
出
さ
れ
た
水
車
用
水
路
に
関
す
る
願
出
文
書
で
あ
る
が
、
第
二
疏
水
の
開
通
を
機

に
よ
う
や
く
そ
の
引
水
が
許
可
さ
れ
た
事
情
に
も
言
及
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

水
車
用
水
路
壱
部
延
長
設
置
御
願
詰
〉

京
都
市
上
京
区
鹿
ヶ
谷
町
字
桜
谷
第
四
拾
八
番
地
ノ
壱
地
先
疏
水
分
水
路
第
四
橋
西
詰
南
端
ヨ
リ
同
町
字
西
浦
第
弐
拾
壱
番
地
先
日
一
至
ル

一
水
車
用
水
路
延
長
六
拾
八
間

右
ハ
嚢
キ
ニ
明
治
四
拾
参
年
七
月
拾
弐
日
付
京
都
府
指
令
第
四
四
一
四
号
ヲ
以
テ
御
許
可
相
請
侯
水
車
用
水
路
新
設
之
件
(
右
同
町
字
西
浦
弐
拾
壱
番

地
先
ヨ
リ
同
町
同
字
九
番
地
先
在
来
水
路
ニ
放
水
ス
)
ハ
其
水
源
ト
ス
ベ
キ
起
点
ガ
在
来
ノ
渓
流
ノ
外
三
別
記
ノ
地
先
疏
水
分
水
路
ノ
水
量
使
用
ヲ
最



大
ノ
目
的
ト
セ
シ
モ
爾
当
時
第
二
疏
水
工
事
未
成
功
ノ
為
メ
許
可
ヲ
得
ズ
従
テ
時
々
洞
渇
ノ
厄
ヲ
受
ケ
屡
々
困
懲
仕
居
候
処
今
回
京
都
市
水
利
事
務
所

ヨ
リ
所
要
ノ
水
力
使
用
許
可
相
成
候
ニ
付
テ
ハ
右
引
水
壱
部
活
長
設
置
仕
度
候
間
何
卒
御
許
可
被
下
度
別
紙
図
面
相
添
エ
此
段
奉
願
上
侯
也

大
正
一
克
年
八
月
日

京
都
市
上
京
区
鹿
ヶ
谷
町
字
西
浦
九
番
地

山
本
力
三
郎
⑮

京
都
府
知
事
大
森
鐙
一
殿

す
な
わ
ち
、
添
付
さ
れ
た
「
計
画
説
明
書
」
の
内
容
に
も
ふ
れ
て
若
干
補
足
説
明
す
れ
ば
、
願
人
山
本
力
三
郎
は
明
治
四
三
年
七
月
以

来
、
田
用
水
と
し
て
利
用
さ
れ
た
あ
と
の
渓
流
の
余
水
を
用
い
水
車
の
操
業
に
当
た
っ
て
い
た
が
、

「
其
余
水
ノ
ミ
ニ
テ
ハ
時
々
酒
渇
シ

若
ク
ハ
回
用
水
ト
シ
テ
散
漫
セ
ラ
ル
、
程
度
モ
甚
少
カ
ラ
ズ
」
困
渋
し
て
き
た
。
そ
の
た
め
、
渓
流
の
水
源
か
ら
遡
っ
て
疏
水
に
ま
で
達

す
る
水
路
を
、

か
ね
て
か
ら
用
意
し
て
京
都
市
水
利
事
務
所
へ
使
用
許
可
を
申
請
中
で
あ
っ
た
が
、
今
回
第
二
疏
水
工
事
の
完
成
と
と
も

に
そ
の
許
可
を
え
た
の
で
水
路
の
延
長
接
続
を
認
可
さ
れ
た
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
時
点
か
ら
山
本
力
三
郎
水
車
も
琵
琶
湖
疏
水
依

存
型
の
水
車
に
な
っ
た
と
認
定
で
き
よ
う
。

と
こ
ろ
で
筆
者
は
、
京
都
府
立
総
合
資
料
館
に
蔵
さ
れ
て
い
る
水
車
用
水
路
関
係
文
書
は
、
す
べ
て
を
閲
覧
し
終
え
た
つ
も
り
で
あ
る

が
、
こ
れ
ら
の
文
書
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
水
車
が
依
存
す
る
用
水
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
。
そ
の
中
に
あ
っ
て
、
疏
水
依
存
で
あ
る

京都の水車

こ
と
を
明
示
す
る
水
車
は
第
2
表
の
通
り
計
一
五
で
あ
る
。
こ
れ
ら
以
外
に
も
、
疏
水
に
よ
っ
て
酒
養
さ
れ
る
濯
淑
用
水
路
に
依
存
し
た

い
わ
ば
二
次
的
疏
水
依
存
型
水
車
も
そ
の
存
在
が
推
測
さ
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
そ
れ
ら
の
推
測
分
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
ま
た
筆
者
の
み

る
と
こ
ろ
、
総
合
資
料
館
の
右
文
書
に
は
l
届
出
も
れ
な
ど
も
あ
っ
て
|
若
干
の
遺
漏
が
推
察
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
理
由
か
ら
第
2
表
は
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疏
水
依
存
型
水
車
の
完
全
な
リ
ス
ト
で
は
な
い
。

た
と
え
ば
昭
和
一
一
年
発
行
の
京
都
市
の
三
千
分
ノ
一
地
図
自
〉
に
よ
れ
ば
、

鴨
東
船
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琵琶湖疏水依存水車一覧

水車所在地 所有主(住所) |用途|直 径|創業年月

粟田口町田中 和田相也 米・他 10尺下掛 大 4.3. 
(下京区三条小橋東入ル)

川端通仁王門下孫ル 岩佐新兵衛 米 明27.7. 上 橋町

" " " 米 明14.2. 

" " " 米 明14.2. 

" " 岡本利平 米 明42.4. 

聖護院町蓮花蔵 奥田久子ノ五内郎上 米・絵具 23尺 明27.5. 
(大宮通寺 ル)

岡崎町円照地
(下京青区山三万条次通郎北裏)

明44.2. 

京
以前|

" 竹中亀吉 米・組紐落差 5.5尺大 6.6. 

鹿ヶ谷町桜谷西浦 山本寺力三郎 米 17.5尺 明43.7. 
(南禅町北之坊)

下京I東小物座町 |米他 1
10
吋大 4.3 和田 相出也) 

(前

言|田中村田中北高原 田中村 米 ls尺 |明25.7 

紀|室町町叩| (下津京田区幸問兵屋衛町)伊 営街道

宇
山科村西野山桜ノ馬場 進藤繁三郎 砥粉 8尺 明22.3. 

" 日岡堤谷 ( 長薮(上谷下京川吉区伊太南之郎禅助寺町) 明40.7. 

治
" " 樋口万次郎 明40.1. 

第2表

仁注] 1)所有主は当初届出名儀による。 2)所有主住所は水車所在地と一致す

る場合は省略。 3)用途のi略号，米は精米，他はその他。 4)創業年月は疏

水利用開始年月とは無関係で、ある。

溜
の
西
傍
ら
に
も
、
一
ニ
谷
伸

銅
所
な
ど
四
カ
所
に
水
車
が

架
せ
ら
れ
て
い
た
模
様
で
あ

る。
な
お
第
2
表
の
水
車
の
う

ち
、
和
田
相
也
が
所
有
す
る

上
京
・
下
京
区
の
二
台
の
水

車
は
疏
水
第
四
隆
道
北
分
水

口
か
ら
引
水
し
て
い
た
も
の

と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
上
京

区
川
端
通
仁
王
門
下
ル
と
伏

見
町
京
町
一

0
丁
目
の
水
車

は
、
と
も
に
鴨
川
運
河
に
依

存
す
る
も
の
で
あ
る
。
鴨
川

運
河
開
通
前
、
川
端
通
仁
王

門
下
ル
の
岩
佐
新
兵
衛
水
車

は
鴨
川
か
ら
の
引
水
に
よ
っ
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第 3図 水力・電力使用の年次推移

『京都市営電気事業沿苧誌~ pp.540~41 ， pp.588~89 統

計によって作成。

て
い
た
と
記
録
に
は
あ
る
。

六
、
水
力
利
用
と
電
力
利
用

琵
琶
湖
疏
水
事
業
の
当
初
日
的
に
あ
っ
た
動
力
的
基

盤
増
強
の
目
論
見
は
、
ま
ず
主
要
計
画
に
つ
い
て
は
鹿

ヶ
谷
水
車
場
に
代
わ
っ
て
蹴
上
水
力
発
電
所
を
生
み
、

水
力
に
由
来
す
る
電
力
を
需
要
者
に
提
供
す
る
形
態
で

そ
の
結
末
を
み
た
。

一
方
、
在
来
的
水
車
の
増
強
効
果

水 400

100 

40 35 30 

〔注〕

を
ね
ら
っ
た
副
次
的
な
目
論
見
も
、
そ
れ
な
り
の
成
果

を
あ
げ
、
幾
何
か
の
疏
水
依
存
型
水
車
の
誕
生
を
促
し

て
い
る
。
し
た
が
っ
て
琵
琶
湖
疏
水
が
も
た
ら
し
た
動

力
的
効
果
は
、
消
費
さ
れ
る
局
面
に
お
い
て
は
、
水
力

の
ほ
か
に
電
力
(
水
力
電
気
)
に
も
わ
た
っ
て
い
た
わ

け
で
あ
る
。

第
3
図
は
、
琵
琶
湖
疏
水
を
管
轄
す
る
京
都
市
水
利
事
務
所
が
実
施
し
た
、
疏
水
水
利
に
関
係
す
る
水
力
・
電
力
利
用
状
況
調
査
|
水

力 300

200 

165. 

力
使
用
は
秒
間
使
用
個
数
(
立
方
尺
)
、

電
力
使
用
は
電
動
機
取
付
け
馬
力
数
の
と
も
に
総
計
ー
に
基
づ
き
、

そ
の
年
次
推
移
を
図
示
し

た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
明
治
二
四
年
度
末
期
に
三
六
馬
力
で
も
っ
て
開
始
さ
れ
た
電
力
需
要
は
、
憧
か
数
年
の
う
ち
に
著
増
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し
、
早
く
も
コ
二
年
度
に
は
約
二
、

0
0
0馬
力
の
規
模
に
達
し
て
い
る
。
そ
の
後
は
明
治
末
期
に
至
る
ま
で
、
発
電
力
の
限
界
も
あ
っ

て
二
、
五

O
O馬
力
前
後
を
限
度
に
微
増
・
停
滞
を
続
け
る
が
、
第
二
疏
水
に
よ
る
水
量
補
強
が
あ
っ
て
発
電
力
が
急
増
し
た
四
五
年
度

に
は
需
要
は
一
挙
に
六
、

0
0
0馬
力
を
超
え
る
ま
で
に
な
っ
た
。

一
方
、
水
車
に
よ
る
水
力
需
要
は
、
二
四
年
度
の
二
六
個
の
段
階
か

ら
二
九
年
度
は
四

O
O個
水
準
に
著
増
し
、
そ
の
後
三
三
年
に
五

O
O個
段
階
に
達
し
て
の
ち
は
漸
増
・
停
滞
の
中
に
明
治
末
期
に
至
つ

て
い
る
。

と
こ
ろ
で
右
の
二

0
年
代
後
半
の
著
増
期
に
お
け
る
水
力
・
電
力
の
双
方
に
対
す
る
需
要
増
を
、
仮
に
二
五
年
か
ら
三
一
年
に
至
る
六

年
間
の
増
加
比
で
比
較
す
れ
ば
、
水
力
が
六
・
五
倍
で
あ
る
の
に
対
し
て
電
力
は
一
一
・
四
倍
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
動
力
提
供
面
で
疏
水

の
も
た
ら
し
た
効
果
は
、
生
の
水
力
の
側
よ
り
も
変
形
水
力
(
電
力
)

工業分野での水力・電力使用推移

水 力

使用水量|推算馬力
電 力

明24 25.8個 129.0馬力 1.0馬力

25 64.2 321. 0 47.0 

26 131. 2 656.0 109.6 

27 220.5 1，102.5 160.01 

28 285.3 1，426.5 342.0 

29 400.3 2，001. 5 834.61 

30 409.5 2，047.5 993.0 

31 409.5 2，047.5 1，173.25 

第 3表

『琵琶湖疏水及水カ使用事業.JI pp.791 

-95， pp. 802-03統計によって作成。

なお推算馬力は落差を平均5尺として

使用水量に一律に乗じて算出した。

E注〕

の
側
に
一
段
と
強
く
み
ら
れ
た
と
い
え
よ
う
。
な
お
第
3
図
で
資
料
と

し
た
基
礎
デ
ー
タ
に
は
、
ー
年
次
ご
と
の
需
要
者
リ
ス
ト
を
伴
う
ご
四

年
l
コ
二
年
分
を
検
討
し
て
判
明
す
る
こ
と
で
あ
る
が
1
需
要
者
の
中

に
交
通
・
防
火
・
揚
水
な
ど
の
非
工
業
的
色
彩
の
も
の
が
含
ま
れ
て
い

る
。
こ
れ
ら
を
除
外
し
加
工
業
関
係
に
限
っ
て
水
力
・
電
力
の
使
用
推

移
を
比
較
す
れ
ば
(
第
3
表
)
、
同
じ
く
二
五
年
1
三
二
年
の
聞
に
水
力

の
六
・
四
倍
に
対
し
て
電
力
は
実
に
二
五
・

O
倍
の
延
び
を
み
せ
る
。

す
な
わ
ち
疏
水
は
工
業
の
分
野
に
限
っ
て
み
て
も
、
加
工
用
水
車
の
育

成
よ
り
も
工
業
電
化
の
進
展
に
、
よ
り
多
く
の
役
割
を
果
し
た
の
で
あ



る。推
定
が
可
能
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
水
車
場
の
落
差
を
仮
に
平
均
五
尺
と
し
、
こ
れ
に
使
用
水
量
個
数
を
乗
じ
て
推
算
馬
力
数
と
み
な
せ

た
だ
、
水
力
・
電
力
双
方
の
馬
力
数
の
比
較
と
な
れ
ば
、
水
車
の
役
割
は
当
時
に
お
い
て
電
力
の
そ
れ
を
か
な
り
上
回
っ
て
い
た
と
の

ば
、
水
車
の
馬
力
数
が
こ
の
期
を
通
じ
て
電
動
機
馬
力
数
を
終
始
凌
い
で
い
た
こ
と
は
か
な
り
の
蓋
然
性
を
持
と
う
(
第
3
表
)
。
こ
の
水

率
優
位
の
傾
向
は
第
3
図
の
デ
ー
タ
か
ら
み
て
も
お
そ
ら
く
は
明
治
末
期
に
ま
で
及
ん
だ
も
の
と
推
察
さ
れ
る
が
、
そ
れ
に
終
止
符
を
打

っ
た
の
が
明
治
四
五
年
の
蹴
上
発
電
所
の
発
電
力
増
強
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
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(
1
)
 

(
2
)
 

(
3
)
 

(
4
)
 

(
5
)
 

(
6
)
 

(
7
)
 

(
8
)
 

(
9
)
 

(
叩
)

(
日
)

(
辺
)

京
都
市
参
事
会
『
琵
琶
湖
疏
水
要
誌
巻
一
』
明
治
二
三
年
二
八
九
O
)
一一

o
t二
一
一
良

王
子
製
紙
株
式
会
社
調
査
課
『
日
本
紙
業
綜
覧
』
昭
和
一
二
年
(
一
九
三
七
)
五
九
九

t
六
O
O頁

前
掲
(
1
)

一一一

t
二
二
頁

田
辺
朔
郎
『
琵
琶
湖
疏
水
誌
』
大
正
九
年
ご
九
二

O
)
二一一一良

窪
田
哲
三
郎
「
琵
琶
湖
疏
水
雑
考
」
同
志
社
女
子
高
校
年
報
蓑
七
号
昭
和
五
一
年
(
一
九
七
六
)
一
七
頁

京
都
市
電
気
局
『
琵
琶
湖
疏
水
及
水
力
使
用
事
業
』
昭
和
一
五
年
(
一
九
四

O
)

六
二
七

t
六
二
八
頁

前
掲
(
6
)

六
二
八
J
六
一
二
一
頁

前
掲
(
1
)

二
七
頁

京
都
市
参
事
会
『
琵
琶
湖
疏
水
全
誌
(
稿
)
』
明
治
一
一
一
年
(
一
八
八
八
)

前
掲
(
6
)

七
六
七
頁

末
尾
至
行
『
水
力
開
発
H
利
用
の
歴
史
地
理
』
昭
和
五
五
年
(
一
九
八

O
)
三
五
四
頁

「
水
車
用
水
路
並
堰
壊
追
認
処
分
」
京
都
府
行
政
文
書
(
明
四
四
|
九
八
)
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(
臼
)

(
H
)
 

A

日
)

(
同
)

「
水
車
周
一
堰
域
水
路
設
置
追
認
ノ
件
」
京
都
府
行
政
文
書
(
明
四
一
-
|
七
六
)

中
根
武
夫
他
『
京
都
市
営
電
気
事
業
沿
革
誌
』
昭
和
八
年
こ
九
一
二
一
一
一
)
五
五
二
頁

「
樋
閥
水
路
」
京
都
府
行
政
文
書
(
明
四
四
l
九
七
)

京
都
市
土
木
局
蔵
版
『
都
市
計
画
基
本
図
』
昭
和
一
一
年
(
一
九
三
六
)

な
お
本
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は
昭
和
五
四
年
度
科
学
研
究
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補
助
金
(
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研
究
C
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研
究
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成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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ギ
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把
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関
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的
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究




